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POLARBEAR-2は、宇宙マイクロ波背景放射の偏光パターンを精密に測定することによりインフレーション
理論を検証することを主な目的とした地上観測実験である。2012年より南米チリのアタカマ高地にて観測を続け
ている POLARBEAR実験のアップグレードとして、2017年より観測を開始する予定である。
POLARBEARでは検出器として 1,274個の超伝導 TESボロメータを搭載しているのに対し、POLARBEAR-2
ではその約 6倍の 7,588個のTESボロメータを使用する。これら多数の検出器の応答性を一定に維持し、かつ検
出器間の混信を抑制して POLARBEAR-2が要求する観測精度を観たすために、TES検出器を搭載する焦点面の
温度ゆらぎは 14µK·

√
s以下に保たれている必要がある。発表者は、PIDコントローラを用いたフィードバック制

御によって焦点面の温度を安定化する試験を行った。本発表では、上記の試験結果、ならびに焦点面の温度安定
性が検出ノイズに与える影響について報告する。


